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１．はじめに 

国分寺市では，国分寺市総合ビジョン（平成 29年３月）において「魅力あふれ ひとがつながる 文

化都市国分寺」を未来のまちの姿とし，史跡武蔵国分寺跡（以下，「史跡」とします。）保存整備事業

（僧寺地区）を中心事業の一つとして掲げており，更に，国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略

（平成 27 年 10 月）や，国分寺都市計画マスタープラン（平成 28 年２月）において，交流人口の

獲得や，歴史文化にふれられるまちづくりを推進していくことを位置づけています。 

こうしたなか，史跡周辺は，現在，史跡整備が進められているとともに，市内の貴重な観光資源と

なっています。このため，史跡周辺については，保存だけでなく活用に向けた史跡整備とともに，周

辺に集積するまちづくり資源※を活かし，来訪者が休憩できる店舗の立地の誘導やアクセスの向上等を

図ることで，観光の活性化や本市の魅力を高めるためのまちづくりを進めます。更に，史跡周辺は崖

線の斜面緑地や農地による緑豊かな環境を形成しているため，それらを活かした魅力的なまちなみの

形成や良好な住環境の維持・向上を図るためのまちづくりを進めます。 

市では，こうした考えのもと，市の計画での位置付けやエリア内の現況，住民意向から，まちづく

りの課題やエリアのまちづくりの考え方を整理した上で，『史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづく

りの方向性』（以下，「まちづくりの方向性」とします。）をとりまとめました。 

この「まちづくりの方向性」に示された各方向性を具現化していくためには，市が主体となって都

市計画に係る施策を実施していく必要があります。 

この『史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり実施方針』は，「まちづくりの方向性」に示され

た内容を実現するため，まちづくりに関する地域懇談会等を通じて市民意向を踏まえつつ，市が主体

となって取り組むべき都市計画に係る施策について取りまとめたものです。市では，このまちづくり

実施方針を踏まえて，都市計画決定・変更手続きを実施していきます。 
※まちづくり資源：市内の自然資源や歴史文化資源等，地域の特徴や魅力をつくりだしているもので，まちづくりを進めるために活かし

ていくべきまちの要素（国分寺市都市計画マスタープランより）。 

２．まちづくり実施方針の検討の流れ 

まちづくり実施方針の検討にあたっては，まず，「①上位関連計画での位置付け」を踏まえた上で，

②～③の内容を比較し，まちづくりの課題を抽出した上で，それらを踏まえ整理したまちづくりの考

え方やまちづくりの方向性のたたき台を基に，市民の方の意向を伺いながら方向性を決定しました。

その後，まちづくりの方向性の具体化に向け，地域懇談会において住民意向を伺い，実施方針をとり

まとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

まちづくりの課題(P９) 

史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり実施方針 

①上位関連計画での位置付け(P２～３) 

 

 ②エリア内の現況(P４～７)

 ③まちづくりに関する住民意向(P８)

史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくりの方向性（P10～11） 

史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくりの方向性（たたき台） 

意見交換のたたき台とするため，行政で考えるまちづくりの方向性（たたき台）を作成 

まちづくりの考え方 (P９) 【市民意向調査】 

【市民意向調査】 権利者・居住者等アンケート調査 関係団体ヒアリング 

第 1回 まちづくりに関する地域懇談会: 10.21 

【市民検討】 まちづくりに関する地域懇談会 
第２回：H29.12.17    第３回：：H30.2.24 
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３．対象エリア 

史跡を中心として，まちを大きく区分する周辺の都市計

画道路までの範囲を史跡周辺エリアとします。 

具体的には，東側は国分寺都市計画道路３・４・11号線，

西側は国分寺都市計画道路３・４・14 号線（府中街道），

南側は市境，北側は国分寺都市計画道路３・４・３号線（多

喜窪通り），国分寺都市計画道路３・４・２号線に囲まれた

範囲としております。 

その中で，実施方針については，史跡周辺エリアの特性や周

辺のまちづくりの進捗等を踏まえ，まちづくりを推進すべきエ

リアとして詳細検討区域（赤点線）を設定しています。 
 

４．対象エリアの概要 

（１）上位関連計画での位置付け 

①国分寺市総合ビジョン及び国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略等 

市では，史跡周辺について，まちづくりの最上位の計画である国分寺市総合ビジョンや，本市の課題解決

に必要な今後５カ年の施策の方向を示し，人口減少の克服や魅力ある国分寺市の創生に向け，総力を挙げ

て取り組む計画である「国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略」，本市の都市計画の基本的な方針を定

めた「国分寺市都市計画マスタープラン」において以下のとおり位置付けています。 

また，史跡周辺の良好な住環境と史跡整備の調和を目指し，地域住民等とともに策定した史跡武蔵国分

寺跡周辺地区まちづくり計画（以下，「まちづくり計画」とします。）を以下のとおり定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

国分寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 27 年 10 月 初版） 

位置付け：課題解決に必要な今後５カ年の施策の方向を示し，人口減少の克服や魅力ある国分寺市の創

生に向け，総力を挙げて取り組む計画 

基本目標：まちの魅力の発掘・発信により交流人口を多く獲得し，定住化を促進 

＜具体的な施策＞（一部抜粋） 

・日本の宇宙開発発祥の地，史跡武蔵国分寺跡，お鷹の道・真姿の池湧水群などの地域資源を活用した交流の促進 
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国３・４・１

 

もとまちプラザ 

第四小学校 

武蔵国分寺公園 

第四中学校 

国分寺市総合ビジョン（平成 29 年３月） 

未来のまちの姿：魅力あふれ ひとがつながる 文化都市国分寺 
［子ども・学び・文化／歴史］中心事業④：史跡武蔵国分寺跡保存整備事業（僧寺地区）の推進 
・史跡指定地を，武蔵国分寺跡（僧寺跡）の往時の姿を体感でき，市民が憩える場，歴史学習できる場
として整備し，観光資源としても活用していきます。 

国分寺市都市計画マスタープラン（平成 28年２月） 

＜歴史文化の拠点 ／ 武蔵国分寺跡周辺＞ 
・武蔵国分寺跡の整備の推進と周辺の歴史文化資源を活かした歴史文化にふれられるまちづくりを推進 

＜こくぶんじトライアングルゾーン／国分寺駅，西国分寺駅とともに市内の南東部一帯で構成＞ 
・まちづくり資源を最大限に活かした魅力の保全・向上 

・まちづくり資源を観光に活かしたまちづくりの推進による，市内外の人が訪れる魅力溢れるエリア 

都市マスの地域別構想を補強し，地域のまちづくりの具体的な方向性を示す計画 

史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画（平成 19 年８月） 

将来像：歴史的環境を活かし，自然と暮らしが融和したまち 
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②指定史跡武蔵国分寺跡 附東山道武蔵路跡保存管理計画 

史跡の保存管理，整備活用については，以下のように

位置付けています。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

③東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画） 

都市計画道路として計画している国分寺都市計画道路３・

４・１号線（以下，「国３・４・１号線」とします。）は，以下

のように位置付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 国指定史跡武蔵国分寺跡 附東山道武蔵路跡 
保存管理計画（第２次）（平成 24 年４月） 

 

 

 東京における都市計画道路の整備方針 
（第四次事業化計画）（平成 28 年３月） 

＜計画内容再検討路線＞ 

国３・４・１号線 
当該区間は，一部が国の史跡に指定されており，都と国分寺市では，

史跡の歴史的価値や周辺交通状況に鑑み，廃止も見据えて検討して

いきます。引き続き，史跡周辺における交通体系を含めたまちづく

りについて，地区計画等の活用を視野に検討を進めていきます。 

 

 

 
＜基本方針・テーマ＞ 

■史跡や緑と共生した生活環境改善のまちづくり 
・史跡と共生する住環境の保全と創造 
・安全・安心，緑豊かなまちづくり 

■来訪者を温かく迎える地域交流のまちづくり 
・緑－国分寺崖線の保全と再生 
・水－湧水を活かした親水性豊かな地域の環境づくり 
・景観－歴史と緑に包まれた美しいまちづくり 

■史跡の価値を高める緑と水と景観のまちづくり 
・歩いてめぐる美しくわかりやすい道すじづくり 
・来訪者のおもてなしと地域交流の促進 

■史跡を活かした安全・快適な交通まちづくり 
・快適な生活交通環境づくり 
・安全・安心して利用できるみちづくり 
・歩いてめぐるまちづくり 

・国分寺緑地の整備推進 
・斜面緑地の計画的保全 
・真姿の池周辺の環境整備 
・外壁等の色彩コントロール         等 

・歩行者プロムナードの整備 
・ユニバーサルデザイン対応型トイレの整備 
・ベンチやポケットパークの整備       等 

・国３・４・１号線の見直しの推進 
・生活道路ネットワークの確保 
・道路の部分拡幅              等 

・既存住宅における緑化の推進 
・最低敷地面積のルール化 
・ブロック塀の生垣化の推進         等 

国３・４・１号線の機能：避難場所へのアクセス向上 ／延焼遮断帯の形成 ／都市の多彩な魅力の演出・発信 
 

また，「多摩地域における都市計画道路の整備方針」（第三次事業化計画）（平成18年４月）において国３・４・１

号線は「要検討路線（区間）」に位置付けられていました。第四次事業化計画の公表に併せて今後の進め方等が報告

されています。 

［今後の進め方］ 
国分寺３・４・１号線に頼ることのない道路ネットワークを構築するため，周辺の都市計画道路の整備も進めて

いきます。 

 

 

＜保存管理の基本方針＞（一部抜粋） 

・武蔵国分寺は国府と都を結ぶ東山道武蔵路に沿って，僧寺と尼寺が一体として計画的に配置 
・立川段丘面から湧水源域を経て国分寺崖線上の武蔵野段丘面まで，広く伽藍地・寺院地を取込む立地 
・後世の人々の英知と努力によって，東山道武蔵路・国分寺僧寺跡・尼寺跡が一体的に良好に残る 
 こうした点に大きな特徴があり，かつ歴史的意義が認められており，我が国の国分寺遺跡を代表する
特別に重要な史跡として著名。  

・豊かな自然・歴史環境に恵まれた地域の特性を十分生かし，これらとバランスのとれた国分寺跡の保存を

推し進め，併せて地域住民の生活との調和を図る 

＜整備活用の基本方針（メインイメージ）＞ 
・国分寺崖線の緑を借景とし，壮大な武蔵国分寺の伽藍をイメージした史跡公園の整備 

僧寺跡の最終完成イメージ 
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（２）エリア内の現況 

①緑・農地 
 

国分寺崖線の斜面緑地や農地等が豊富に残る緑豊かなエリアとなっています 

 

・エリア内には国分寺崖線の斜面緑地や農地がまと

まって残っています。 

・農用地（畑・樹林地）や森林が減少している箇所

では，住宅用地に変わっている箇所も見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②商業施設等 
 

来訪者が休憩できる店舗等（専用商業施設，住商併用建物）がほとんど立地していません 

 

・エリア内の大部分は第１種低層住居専用地域※と

なっており，府中街道沿道を除き，専用商業施設

は立地せず，住商併用建物も点在する程度となっ

ています。 

・点在する住商併用建物も事務所建築物との併用が

多く，店舗等はほとんど立地していません。 

 

 

 

 

 

 

 

※市内では，住居の環境の保護または業務の利便の増進を図るため，また建物の用途の混在を防ぐものとして用途地域を定めてい
ます。用途地域を定めると，住居，商業，工業など市街地の大枠の土地利用が決まり，それぞれの内容に応じて，建てられる建
物の用途が決められます。 

そのうち，第一種低層住居専用地域は，低層住宅に係る良好な住居の環境を保護するため定める地域として，市内の約 66.7％を
占めています。住居と兼用の小規模の店や診療所，小中学校などは建てることができますが，小規模であっても飲食店，スーパ
ー等の専用商業施設は建設できません。 

 

  

36.4%

18.2%

6.8%

37.8%

17.1%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40%

住宅用地

農用地

森林 H19 H24

［史跡周辺エリア（約83.6ha）内の 

          住宅用地，農用地，森林の割合の推移］ 

資料：平成 24年度土地利用現況調査 

資料：平成 24年度土地利用現況調査 

商業施設の立地状況 

緑・農用地の分布状況 

もとまちプラザ 

第四小学校 
武蔵国分寺公園 

第四中学校 

元町通り 

植木交換通り 

もとまちプラザ 

第四小学校 
武蔵国分寺公園 

第四中学校 

元町通り 

植木交換通り 
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③景観 
 

自然景観や歴史景観が豊かで，落ち着いた低層住宅地の景観を形成しています 

 

［自然景観］ 

・国分寺崖線の斜面緑地や，お鷹の道，真姿

の池湧水群等が集積し，多くの水と緑を感

じることのできる自然景観を形成してい

ます。 

［歴史景観］ 

・国分寺本堂や楼門等の歴史的建造物が位置

しているとともに，史跡内の環境整備や歴

史公園により，市の歴史の奥深さを印象づ

ける歴史景観を形成しています。 

［生活景観］ 

・国分寺崖線の斜面緑地や農地と一体となっ

た住宅地が位置し，落ち着きのある低層住

宅地の景観を形成しています。 

・市内でも規模の大きい武蔵国分寺公園が位置し，人々に憩いを感じさせる景観を形成しています。 

［産業景観］ 

・府中街道沿道で商業店舗や事務所等が建ち並ぶ景観を形成しています。 

 

④まちづくり資源 
 

史跡内及びその周辺にまちづくり資源の集積が見られるエリアとなっています 

 

・エリア内のまちづくり資源は，史跡北部及びその

周辺に集積し，特にお鷹の道や真姿の池湧水群に

来訪者が多く見られます。 

・史跡南部は整備があまり進んでおらず，まちづく

り資源もあまり分布していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国分寺崖線の緑と低層住宅地 お鷹の道 

史跡武蔵国分寺跡 広がりある農地 

資料：国分寺歴史・観光マップ 

真姿の池湧水群 

お鷹の道 

国分寺本堂 

まちづくり資源等の分布状況 

もとまちプラザ 

第四小学校 

武蔵国分寺公園 

第四中学校 

元町通り 

植木交換通り 

こくぶんじ 
恋のみちルート 
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⑤道路 
 

幅員の狭い道路が多く，道路沿道にブロック塀等が建ち並ぶ箇所が見られるエリアとなって

います 

 

・エリア内は，６ｍ未満の道路が多く，一部では４

ｍ未満の道路が多い箇所も見られます。 

・幅員の狭い道路沿道に，ブロック塀が建ち並んで

いる箇所が見られ，震災時に倒壊することで避難

等の支障になる恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥道路（防災視点） 
 

平常時消防活動困難区域は，最大半径 140ｍで見た場合，概ね解消されています 

震災時消防活動困難区域は，エリア中央部に６ｍ以上道路が不足しているため，一部に該当

箇所が見られます 

 

・平常時消防活動困難区域は，消防水利から半径 50ｍの範囲で見ると，大部分をカバーできない状況となって

いるものの，最大半径140ｍまで範囲を広げると，平常時消防活動困難区域は概ね解消されています。 

・震災時消防活動困難区域は，史跡周辺エリア中央部において幅員６ｍ以上の道路が不足しており，その

周辺の消防水利が活用できないため，一部に該当箇所が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：平成 24年度土地利用現況調査 

■ブロック塀が建ち並ぶ沿道 

 （東元町３丁目） 

資料：平成 24年度土地利用現況調査，防災安全課提供資料 

※消防活動困難区域とは消防活動を円滑に行うために必要な道路沿道の消防水利から消防ホースを限界まで伸ばした範囲に含まれない区域を指します。 
平常時消防活動困難区域：幅員４ｍ以上道路沿道の消防水利から半径50ｍ（最大半径140ｍ）（ホース延長平均60～80ｍ，最大で200ｍで，ホースの屈折を考慮した距離） 
震災時消防活動困難区域：幅員6.5ｍ以上（本検討では6.0ｍ以上で調査）道路沿道の消防水利から半径280ｍ（ホース延長最大400ｍで，ホースの屈折を考慮した距離） 

（東京消防庁資料より） 

平常時消防活動困難区域 震災時消防活動困難区域 

道路の幅員別の状況 

もとまちプラザ 

第四小学校 
武蔵国分寺公園 

第四中学校 

元町通り 

植木交換通り 

もとまちプラザ 

第四小学校 
武蔵国分寺公園 

第四中学校 

元町通り 

植木交換通り 

もとまちプラザ 

第四小学校 
武蔵国分寺公園 

第四中学校 

元町通り 

植木交換通り 
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⑦史跡の整備状況 
 

４箇所の歴史公園や国分寺本堂・国分寺楼門の南側の

区画の一部が整備済みとなっています 

 

・平成 24 年４月現在，史跡内に歴史公園を４箇所整備し，国

分寺本堂や国分寺楼門の南側の区画の一部が整備済みとなっ

ています。 

・史跡南部は，整備があまり進んでおらず，歴史的建造物等も

ほとんど立地していません。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧観光の状況 
 

多くのお鷹の道来訪者が，再度訪れたいと思っており，住民も来訪者が増えることについて

は生活環境が守られれば増えても良いという方が多くなっています 

 

・平成 16 年度に実施した

市南部の交通量調査結果

を見ると，真姿池弁財天

入口（お鷹の道）は調査

地点の中で２番目に多く

なっています。 

・お鷹の道来訪者へのアン

ケート結果を見ると，今

後の来訪意向として「ぜ

ひ訪れたい」が約７割と

高くなっています。 

・平成 17年度に実施した史跡周辺の自治会の住民を対象と

したアンケート調査結果を見ると，来訪者が増えることに

ついて「生活環境が守られれば観光客が増えて良い」が約

６割と高くなっています。 

・「歴史的価値を持つ地区として当然のことである」をあわ

せると，約８割の住民が来訪者の増加に理解を示していま

す。 

 

  

出典：国指定史跡武蔵国分寺跡 附東山道武蔵路跡 保存管理計画（第２次）（平成 24年４月） 

西国分寺駅前 

1,298人/10ｈ 

国分寺前 

832人/10ｈ 

真姿池弁財天入口 

1,823人/10ｈ 

一里塚 

1,190人/10ｈ 

国分寺駅前 

10,302人/10ｈ 

出典：国分寺観光資源調査報告書（平成17年３月） 

昭和 46～49 年 環境整備工事 

市立歴史公園 武蔵国分寺跡 

（僧寺北東地域） 

市立歴史公園 史跡東山道武蔵路 
東山道武蔵路 

側溝平面表示 

市立歴史公園 武蔵国分寺跡 

（国分寺崖線下地域） 

万作の木公園（府中市） 

市立歴史公園武蔵国分尼寺跡 

史跡歴史公園 

国分寺楼門 

国分寺本堂 

出典：史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画（平成19年８月） 

史跡の整備状況 
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（３）まちづくりに関する住民意向 

まちづくりに関する住民意向は，都市マスの改訂検討の際に実施した市民意向調査（平成 26 年６

月実施）において，史跡周辺エリアに該当する第四小学校区の分野別のまちづくりに関する重視度・

満足度を調査したものです。 

 
＜まちづくりに関する重視度・満足度＞ 

○各分野のまちづくりともに重視度が高く，満足度が低くなっています。 

〇特に重視度が高い項目としては，土地利用の「豊かな緑の保全」，道路交通体系の「安心して歩ける

歩行空間の形成」，安全・安心の「緊急車両が通行できるよう狭い道路を改良」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，都市マスの改訂にあたり実施した市民意向調査に加え，地域懇談会（平成 26年 10～12月）

及び国分寺市住宅マスタープランの改訂にあたり実施した市民意向調査（平成 28 年８月）における

史跡周辺エリアに関連する意見は以下のとおりです。 

＜市民意向調査での自由意見及び地域懇談会での意見＞ 

○緑豊かな住環境を生かしたまちづくりを進めてほしい。 

○各農家の後継ぎがおらず，畑を続けられなくなって宅地になりつつある。 

○お鷹の道は休日に人が多いが，地元にお金を落としてもらえていない。 

○史跡周辺をもっと観光地として整備してほしい。 

○住宅地内に４ｍ未満の道路が多過ぎる。 

○ブロック塀は日当たりや災害面でも不安があるので，高さ制限等を設けられないか。 

  

1 .0 

2 .0 

3 .0 

4 .0 

5 .0 

1 .0 2 .0 3 .0 4 .0 5 .0 

1 .5 

2 .0 

2 .5 

3 .0 

3 .5 

4 .0 

2 .5 3 .0 3 .5 4 .0 4 .5 

重視度 高

高

満

足

度

火災の延焼を防ぐ広い道路整備などの推進

個々の建物の不燃化・耐震化の促進

防災公園や，避難場所の充実

緊急車両が通行できるよう狭い道路を改良

人と人のふれあいの場の形成

自然の豊かさを感じる空間の形成

小規模な公園や緑地の市内各所への確保

大規模な公園や緑地の充実

＋魅力的な景観づくりの推進

×歴史やふるさとを感じる風景の保全

広域の交通を担う広い道路の充実

市内の交通を担う道路の充実

住宅地内の狭い道路の拡幅の推進

誰もが散策を楽しめる道の形成

＋安全に通行できる自転車道の形成

×安心して歩ける歩行空間の形成

＊地域と地域を結ぶ公共交通の充実

豊かな緑の保全

駅周辺での商業施設やオフィスの立地の促進

生活に根差した商業地(商店街)の確保

落ち着きのある住宅地の保全

＋中高層(３階以上)の集合住宅地の形成

×近くに職場のある住環境の形成

火災の延焼を防ぐ広い道路整備などの推進

個々の建物の不燃化・耐震化の促進

防災公園や，避難場所の充実

緊急車両が通行できるよう狭い道路を改良

人と人のふれあいの場の形成

自然の豊かさを感じる空間の形成

小規模な公園や緑地の市内各所への確保

大規模な公園や緑地の充実

＋魅力的な景観づくりの推進

×歴史やふるさとを感じる風景の保全

広域の交通を担う広い道路の充実

市内の交通を担う道路の充実

住宅地内の狭い道路の拡幅の推進

誰もが散策を楽しめる道の形成

＋安全に通行できる自転車道の形成

×安心して歩ける歩行空間の形成

＊地域と地域を結ぶ公共交通の充実

豊かな緑の保全

駅周辺での商業施設やオフィスの立地の促進

生活に根差した商業地(商店街)の確保

落ち着きのある住宅地の保全

＋中高層(３階以上)の集合住宅地の形成

×近くに職場のある住環境の形成

火災の延焼を防ぐ広い道路整備などの推進

個々の建物の不燃化・耐震化の促進

防災公園や，避難場所の充実

緊急車両が通行できるよう狭い道路を改良

人と人のふれあいの場の形成

自然の豊かさを感じる空間の形成

小規模な公園や緑地の市内各所への確保

大規模な公園や緑地の充実

＋魅力的な景観づくりの推進

×歴史やふるさとを感じる風景の保全

広域の交通を担う広い道路の充実

市内の交通を担う道路の充実

住宅地内の狭い道路の拡幅の推進

誰もが散策を楽しめる道の形成

＋安全に通行できる自転車道の形成

×安心して歩ける歩行空間の形成

＊地域と地域を結ぶ公共交通の充実

豊かな緑の保全

駅周辺での商業施設やオフィスの立地の促進

生活に根差した商業地(商店街)の確保

落ち着きのある住宅地の保全

＋中高層(３階以上)の集合住宅地の形成

×近くに職場のある住環境の形成

火災の延焼を防ぐ広い道路整備などの推進

個々の建物の不燃化・耐震化の促進

防災公園や，避難場所の充実

緊急車両が通行できるよう狭い道路を改良

人と人のふれあいの場の形成

自然の豊かさを感じる空間の形成

小規模な公園や緑地の市内各所への確保

大規模な公園や緑地の充実

＋魅力的な景観づくりの推進

×歴史やふるさとを感じる風景の保全

広域の交通を担う広い道路の充実

市内の交通を担う道路の充実

住宅地内の狭い道路の拡幅の推進

誰もが散策を楽しめる道の形成

＋安全に通行できる自転車道の形成

×安心して歩ける歩行空間の形成

＊地域と地域を結ぶ公共交通の充実

豊かな緑の保全

駅周辺での商業施設やオフィスの立地の促進

生活に根差した商業地(商店街)の確保

落ち着きのある住宅地の保全

＋中高層(３階以上)の集合住宅地の形成

×近くに職場のある住環境の形成

土地利用 道路・交通体系 緑・景観形成 安全・安心 

満足度・重視度の見方 

 

重視度 高

高

満

足

度

①

最優先改善項目

②

優等項目

④

最低評価項目

③

現状維持項目

①最優先改善項目 

○重視度が高いにも関わらず，満
足度が低い項目。 

②優等項目 

○現状の満足度も高く，重視度も
高い項目。 

 

③現状維持項目 

○満足度は高いものの，重視度は
低い項目。 

④最低評価項目 

○満足度も低く，重視度も低い項
目。 
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（４）まちづくりの課題 

まちづくりの課題は，（１）～（３）で整理した内容を踏まえ，以下のように整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．エリアのまちづくりの考え方 

史跡周辺エリアのまちづくりは，課題の内容を踏まえるとともに，まちづくり計画の将来像である

“自然と暮らしが融和したまち”や，市全域の視点から見た総合戦略及び都市マスの将来像である

“地域資源を活用した交流の促進”，“市内外の人が訪れるエリア”，“人々の交流や賑わい”とい

った位置付けを踏まえる必要があります。 

このため，史跡周辺エリアのまちづくりは，地域住民の視点に立った緑豊かで安全・安心な“生活環境の

維持・向上”と，来訪者の視点からも史跡周辺を魅力あるエリアとするためのまちづくり資源を活かした

“交流の促進”という地域住民と来訪者の双方の視点からのまちづくりの展開が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

〇緑や農地と調和した環境の保全 

・国分寺崖線の斜面緑地，農地の保全 

・緑や農地と調和した住環境の保全 

○道路空間の確保 

・国３・４・１号線の一部区間の廃止も見据え

た道路ネットワークの構築 

・災害時でも安全・安心な道路空間の確保 

まちづくりの課題 

①緑や農地と調和した良好な住環境の保全・形成が必要 

②沿道の生垣化による緑豊かな住環境の形成が必要 

③緑豊かな環境をつくりだしている国分寺崖線の斜面緑地の適切な保全が必要 

④住宅地と調和してゆとりある住環境をつくりだしている都市内農地の適切な保全が必要 

⑤史跡・緑を活かした低層住宅地としての落ち着きのある景観形成が必要 

⑥周辺の歴史的景観に配慮した沿道景観の形成が必要 

⑦まちづくり資源等を結ぶ来訪者の歩行者プロムナードの確立が必要 

⑧史跡来訪者が休憩や観光を楽しめる利便施設の立地誘導が必要 

⑨国３・４・１号線が担う役割や機能を踏まえ，一部区間の廃止も見据えた検討が必要 

⑩幅員の狭い道路での安全性の確保が必要 

 

 

 

〇まちづくり資源の魅力の向上 

・史跡整備及び周辺の環境整備の推進 

〇まちづくり資源を周遊できるよう繋ぐ 

・歩行者プロムナードの確立，来訪者用の駐車
場等の整備 

○周辺環境を含めた滞留できる空間の整備 

・地域住民の利便性の向上や来訪者が休憩でき
る空間の確保 

・歴史・自然景観と調和した景観の形成 

緑豊かで安全・安心な生活環境 
の維持・向上 

史跡周辺のまちづくり資源を活かした 

交流の促進 

（１）上位関連計画での位置付け  （２）エリア内の現況 （３）まちづくりに関する住民意向 

（１）におけるまちづくり計画での「基本方針・テーマ」を軸とした上位関連計画の位置付けと，「（２）エリア内の

現況」及び「（３）まちづくりに関する住民意向」とのギャップをまちづくりの課題として整理 
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６．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくりの方向性 
 

まちづくりの進捗状況や，地域の課題を整理し，エリア内の権利者や居住者へのアンケート調査，地

域懇談会の開催，関係団体等へのヒアリング調査を通じて関係者のご意見を収集し，そのご意見を踏ま

え，史跡周辺エリアのまちづくりの方向性を以下のように整理しています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 史跡周辺エリアでは歴史文化の拠点の形成，緑の適切な保全，農地と調和した良好な住環境の形成，市内外

の人が史跡とともに立ち寄れる魅力ある空間の創出につながるよう，一帯での魅力を高めるため，土地利用や

現況に応じ，以下の４つのゾーンに分け，そのゾーンごとに方向性を設定しています。なお，詳細検討区域に

ついては，まちづくりの課題や考え方を踏まえ，まちづくりを推進すべきエリアとして設定しています。 

 

ゾーン別のまちづくりの方向性 

崖線緑保全ゾーン 

 史跡周辺エリアの中でも，国分寺崖線の斜面緑地がまとまって

残る箇所であるため，史跡ゾーン内の緑と連続して一帯となるよ

う，人々に潤いとやすらぎを感じさせる空間として緑の適切な保

全を目指します。 
 

〇斜面緑地の計画的保全 

         等 

 

地権者等との調整を踏まえ推進 

農住調和ゾーン 

 エリア内の農地の多くは既に生産緑地に指定されているものの，平成 34年以降に所有者の意向により

市への買取申請が可能となることから，農地を適切に保全していくとともに，宅地化された場合において

も農地と調和した住環境を保全するためにゆとりある空間の確保や，農地と住宅が調和した景観形成を図

っていくことで，農地と住宅が調和した良好な住環境の形成を目指します。 
 

〇最低敷地面積のルール化 

〇ブロック塀の生垣化の推進 

〇外壁等の色彩コントロール 

〇都市農地の保全に向けた検討   等 

 

※エリア内のその他の箇所は周辺のまちづ

くりにより推進方策を検討している等の

理由からゾーニングからは除外 

地区計画などでの最低敷地面積や形態・意

匠等の制限などによる良好な住環境の形成

を実現 

 

 

実
現
手
法 

 

 

実
現
手
法 

史跡ゾーン 

 史跡周辺エリアの観光振興

の核として，国指定史跡武蔵

国分寺跡附東山道武蔵路跡保

存管理計画（第２次）や，ま

ちづくり計画に基づいた史跡

の保存だけでなく，活用に向

けた整備を推進することで，

魅力ある歴史文化の拠点の形

成を目指します。 
 

〇ユニバーサルデザイン対

応型トイレの整備 

〇ベンチやポケットパーク

の整備    等 

 

史跡整備の推進等に 

より実現 

 
 

実
現
手
法 
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低層住宅・小規模店舗調和ゾーン 

 史跡周辺エリアの中でも，国分寺薬師堂，お鷹の道，真姿の池湧水群，崖線の緑地をはじめとし
たまちづくり資源が集中するエリアとして，史跡と一体となった散策空間として魅力の向上が期待
されます。 
 今後は，良好な住環境を維持するためにゆとりある空間を確保していくとともに，周辺の住環境
と調和した落ち着きのある店構えの店舗等の点在による地域住民や史跡来訪者の利便性の向上や，
史跡や崖線の緑と調和した景観形成を図っていくことで，市内外の人が史跡とともに立ち寄れる魅
力ある空間の創出を目指します。 
 
〇低層住宅の良好な住環境と調和した 
小規模な店舗や休憩施設の誘導 

〇既存住宅における緑化の推進 

〇ブロック塀の生垣化の推進 

〇外壁等の色彩コントロール 

〇最低敷地面積のルール化  等 

 

用途地域の変更などでの小規模な店舗等の 

立地誘導による利便性の向上の実現 

地区計画などでの形態・意匠等の 

制限などによる魅力ある空間形成を実現 

道路に関する方向性 

地区内道路に関する方向性 

 地区内道路は，災害等の緊急時への対応や通過交通の流 

入抑制，安心して歩ける歩行者環境の改善に向けた道路状 

空間の確保，また，史跡整備の完成形を見据えた生活道路 

のネットワークの確保などが必要となります。 

 エリア内の主要な生活道路は，元町通り，植木交換通り 

が軸となることから，史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづく 

り計画の中で整理しているとおり，史跡を活かした安全・ 

快適な交通まちづくり※を検討します。 

 具体的には，地域の意向を踏まえ，地区計画の策定による 

地区施設の指定や壁面位置の制限の設定による道路状空間 

を確保することなどを検討し，地区内の道路状空間の確保 

と生活道路ネットワークの確保を目指します。 

 

 
 

 

〇生活道路ネットワークの確保        等 

 

都市計画道路の方向性 

 国３・４・１号線は，都市内におけるまとまった交通を受け持つ

道路であり，東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化

計画）において延焼遮断帯の形成等の必要性を確認しました。 

 一方で，史跡周辺エリア内の歴史文化の拠点となる史跡の指定範

囲と位置が重複しています。史跡の重要性を踏まえ，国３・４・１

号線のうち史跡の指定範囲と位置が重複している区間等について，

その役割や機能である延焼遮断帯の形成，避難場所へのアクセス向

上，都市の多彩な魅力の演出・発信を，本エリア内外にて，確保す

ることを検討します。また，周辺の都市計画道路を整備することに

より，国３・４・１号線に頼ることのない道路ネットワークの構築

を目指します。 
 
〇国３・４・１号線が担う役割や機能の確保 

○国３・４・１号線に頼ることのない道路ネット
ワークの構築  等 

 

 国３・４・３号線 

 
国
３
・
４
・1

4
号
線

 

 
国
３
・
４
・1

1
号
線

 

 国３・４・１号線 

 東八道路  

国３・４・１号線の一部区間の廃止も見

据えた検討の推進により実現 

植木交換通り 

元町通り 

 国３・４・３号線 

 
国
３
・４

・２
号
線

 

 
国
３
・
４
・1

4
号
線

 

 
国
３
・
４
・1

1
号
線

 

 東八道路  

 
国
３
・４

・２
号
線

 

※史跡を活かした安全・快適な交通まちづくりの内容 

○史跡を活かした快適な生活交通環境づくり  ○安全・安心して利用できるみちづくり  ○歩いてめぐるまちづくり 

地区計画などでの壁面位置の制限などのまちづく

り手法について地域の意向を踏まえた検討 

 

 

実
現
手
法 

 

 

実
現
手
法 

 

 

実
現
手
法 
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７．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり実施方針への展開について 
 

まちづくり実施方針への展開では，都市計画において具体化できる事項を対象とします。それ以外の

手法での実施が必要な事項については，実施方針の検討と並行して別途取り組む事項として整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくりの方向性の内，実施方針で具体化に取り組むこと 

まちづくりの方向性 

史
跡
ゾ
ー
ン 

〇ユニバーサルデザイン対応型トイレの整備 
〇ベンチやポケットパークの整備      等 

 

都
市
計
画
道
路 

地
区
内
道
路 

 
〇国３・４・１号線が担う役割や機能の確保 
○国３・４・１号線に頼ることのない道路ネットワークの構築  等 

 

 
〇生活道路ネットワークの確保 等 

 

 
〇斜面緑地の計画的保全 等 

 

 

〇低層住宅の良好な住環境と調和した小規模な店舗や休憩施設の誘導 

〇既存住宅における緑化の推進 〇ブロック塀の生垣化の推進 

〇外壁等の色彩コントロール 〇最低敷地面積のルール化     等 

 

 

〇最低敷地面積のルール化 〇  

〇 〇都市農地の保全に向けた検討   等 

 

農
住
調
和
ゾ
ー
ン 
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建てられる建築物の用途のあり方など

について検討 

建物の色彩や緑の配置のあり方などに

ついて検討 

最低敷地面積のあり方などについて検討 

ゆとりある空間を確保するには… 

農地と住宅が調和した景観を形成するには… 

ゆとりある空間を確保するには… 

 
最低敷地面積のあり方などについて検討 

史跡整備等による推進 
・

・
・ベンチやポケットパークの整備 
・歴史的建造物等の復元 
・駐車場の整備 
・案内板，学習案内板の設置 など 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・自然を残しながらの整

備の推進 

・来訪者のマナー向上 

・情報発信の検討 など 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・安全・安心の視点を踏

まえた保全方策の検

討 など 

斜面緑地の保全の検討 

・斜面緑地の保全方策等について検 
討 など 

 

実施方針と並行して，別途取り組むこと 

方向性の具体化検討のあり方 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・お鷹の道の維持管理の

推進 など 

都市農地の保全の検討 

・第三次国分寺市農業振興計画に基 
づく農地の保全方策等についての 
検討 など 

広域避難場所や史跡へのアクセス機能を確保するには… 

地区内道路での道路状空間の確保や生活

道路ネットワークのあり方について検討 

・国３・４・２号線の整備の推進 
・国３・４・11号線等の整備に向け
た都への要請 など

エリア内外で延焼遮断帯を確保するには… 

周辺状況を踏まえた延焼遮断帯のあり

方について検討 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・路上駐車や通過交通に

対する交通規制 

・植木交換通りと国分寺

街道交差部の拡幅 

など 

地区内の生活道路を確保するには… 

建物の壁面の位置などによる道路状空

間のあり方などについて検討 生活道路ネットワークの確保 

・史跡整備を見据えた生活道路ネッ 
トワークの検討 
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 ゾーン別のまちづくりの方向性 

８．史跡武蔵国分寺跡周辺エリアの実施方針 
 

実施方針では，史跡周辺エリアのゾーン別のまちづくりの方向性のうち，「７．史跡武蔵国分寺跡周辺

エリアのまちづくり実施方針への展開について」で整理したとおり，都市計画の具体化に向けた検討が

必要な「低層住宅・小規模店舗調和ゾーン」，「農住調和ゾーン」について内容をまとめます。 

更に，道路に関する方向性で整理した「都市計画道路」，「地区内道路」に関する内容をまとめます。 

なお，「史跡ゾーン」においても魅力ある歴史文化の拠点の形成の実現に向けて，必要な建物用途が立

地できる環境を整えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

①低層住宅・小規模店舗調和ゾーン 

 

②農住調和ゾーン 

 

道路に関する方向性 

④地区内道路 

 

③都市計画道路 

 

 国３・４・３号線 

 
国
３
・
４
・1

4
号
線

 

 
国
３
・
４
・1

1
号
線

 

 国３・４・１号線 

 東八道路  

植木交換通り 

元町通り 

 国３・４・３号線 

 
国
３
・４

・２
号
線

 

 
国
３
・
４
・1

4
号
線

 

 
国
３
・
４
・1

1
号
線

 

 東八道路  

 
国
３
・４

・２
号
線

 

史跡ゾーン 
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〇低層住宅の良好な住環境と調和した小規模な店舗や休憩施設の誘導 

〇既存住宅における緑化の推進        〇ブロック塀の生垣化の推進 

〇外壁等の色彩コントロール         〇最低敷地面積のルール化  等 

 

■まちづくりの方向性 

■都市計画での実現手法 

○用途地域の変更 ○地区計画の策定 ○特別用途地区の指定 

・「建築物等の用途の制限」（建物用途の緩和） 

○地区計画の策定 

・「敷地面積の最低限度」  ・「建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限」  ・「垣又はさくの構造の制限」 

 ① 低層住宅・小規模店舗調和ゾーン 
 

 

 

〇最低敷地面積のルール化    〇ブロック塀の生垣化の推進 

〇外壁等の色彩コントロール  等 

 

■まちづくりの方向性 

■都市計画での実現手法 

○地区計画の策定 

・「敷地面積の最低限度」  ・「建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限」  ・「垣又はさくの構造の制限」 

 ② 農住調和ゾーン 
 

 

 

〇国３・４・１号線が担う役割や機能の確保 

 

■まちづくりの方向性 

■都市計画等での実現手法 

 
 

 

 ③ 都市計画道路 
 

 

 

○地区内の道路状空間の確保  〇生活道路ネットワークの確保   等 

 

■まちづくりの方向性 

■都市計画等での実現手法 

○短期的な視点での道路状空間の確保 ○史跡の完成形も見据えた道路状空間の確保 

・元町通り，植木交換通り等での東西方向の動線の確保 ・現況道路や史跡整備の影響を考慮した南北方向の動線の確保 

 ④ 地区内道路 
 

  国３・４・１号線の機能（東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画））  

○避難場所へのアクセス向上 

○都市の多彩な魅力の演出・発信  

○延焼遮断帯の形成 ・一般延焼遮断帯のエリア内外での確保 

○都市計画道路の変更

に向けた検討（国３・

４・１号線の一部区間

の廃止も見据えた検

討） 

・地区内でのアクセス機能の向上 
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 ① 低層住宅・小規模店舗調和ゾーン 

 ② 農住調和ゾーン 

 史跡周辺エリアの中でも，国分寺薬師堂，お鷹の道，真姿の池湧水群，崖線の緑地をはじめとしたまちづくり資源が集中するエリア

として，史跡と一体となった散策空間として魅力の向上が期待されます。 

 今後は，良好な住環境を維持するためにゆとりある空間を確保していくとともに，周辺の住環境と調和した落ち着きのある店構えの

店舗等の点在による地域住民や史跡来訪者の利便性の向上や，史跡や崖線の緑と調和した景観形成を図っていくことで，市内外の人が

史跡とともに立ち寄れる魅力ある空間の創出を目指します。 
 

■まちづくりの方向性 

■実現方策 
    小規模な店舗や休憩施設を 

誘導するには… 
史跡や崖線の緑と調和した 
景観を形成するには… 

ゆとりある空間を 
確保するには… 

○地域住民や史跡来訪者の利便性

を向上させるためには，低層住

宅の良好な住環境と調和する店

舗や休憩施設等を誘導する必要

があります。…（ａ） 

○史跡や崖線の緑と調和した景観形

成を図るため，建物の外壁等につい

て望ましい色彩や形態・意匠に配慮

を促す必要があります。…（ｂ） 

○崖線による豊富な緑を生かしたエ

リアとしていくため，道路に面した

緑化を促す必要があります。…（ｃ） 

○良好な住環境を維持するため，

敷地の細分化を抑制する必要が

あります。…（ｄ） 

（都市計画等で実現すること） 

 
(a)特定の建物用途の緩和 

（都市計画等で実現すること） 

 
(b)建築物の意匠，屋外広告物の景

観的配慮の促進 

(c)道路側への緑の配置の促進 

（都市計画等で実現すること） 

 
(d)敷地の細分化の抑制 

※参考 懇談会等の意見 

●一定の来訪者がいるなら，カフェや土産
物屋，案内所は立地しても良い。 

●小規模な店舗であればあると良い。 

※参考 懇談会等の意見 

●都心の近くでこんなに自然と住宅が残っ
ている景観は貴重。 

●史跡のまちにふさわしい景観を保つことは大切。 

※参考 懇談会等の意見 

●敷地の細分化は避けた方がよい。 

●小さい敷地が増えることを望む人はあま
りいない。 

 エリア内の農地の多くは既に生産緑地に指定されているものの，平成34年以降に所有者の意向により市への買取申請が可能となるこ

とから，農地を適切に保全していくとともに，宅地化された場合においても農地と調和した住環境を保全するためにゆとりある空間の

確保や，農地と住宅が調和した景観形成を図っていくことで，農地と住宅が調和した良好な住環境の形成を目指します。 

■まちづくりの方向性 

（都市計画等で実現すること） 

 (b)建築物の意匠，屋外広告物の景観的配慮の促進 

※参考 懇談会等の意見 

●のどかな雰囲気は残してほしい。 

●派手な色彩の建物は確かにあるので気になる部分はある。 

■実現方策 
 

■実現方策 
 

  
農地と住宅が調和した景観を形成するには… ゆとりある空間を確保するには… 

○農地と住宅が調和した景観形成を図るため，建物の

外壁等について望ましい色彩や形態・意匠に配慮を

促す必要があります。…（ｂ） 

○良好な住環境を維持するため，敷地の細分化を抑制

する必要があります。…（ｄ） 

○農地によるゆとりある住環境を生かしたエリアと

していくため，道路に面した緑化を促す必要があり

ます。…（ｃ） 

■実現方策 
 

(c)道路側への緑の配置の促進 

 

（都市計画等で実現すること） 

 (d)敷地の細分化の抑制 

 

※参考 懇談会等の意見 

●農地を買い取った開発業者が小さい敷地にしてしまうので，ル

ールで縛れるのであればあった方が良い。 
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■都市計画での実現手法 

 (a)特定の建物用途の緩和 

エリア内で求められる建物用途を立地可能とするため，用途地域の変更，地区計画の策定，特別用途地

区の指定を組み合わせることなどによって，立地可能な建物用途を緩和します。 

理 由 緩和を想定する建物用途 

地域住民・来訪者の利便性の向上が期待できます。 

小規模なカフェ，そば・うどん等の飲食店，

パン屋，地域の農産物等を買うことができる

物販店 など 

地域住民の利便性の向上が期待できます。 日用品等の物品販売店舗 など 

来訪者の利便性の向上が期待できます。 
土産物販売店，観光案内所，トイレ等の休憩

施設 など 

 

用途緩和のイメージ 

住宅 兼用住宅 店舗（小） 店舗（中） 事務所（小）店舗（大）

× × × ×

 ○

飲食店はOK

 ○

観光案内所は
OK

観 光 ○ 

日用品・土産物 
販売店はOK 

(b)  

○地区計画の目標・方針を定める 

地区計画に建

物の外観や屋

外広告物への

景観的配慮の

必要性を明示

します。 ○建築物の外壁や屋外広告物の色

彩は落ち着いた色彩とする など 

 

○地区計画の目標・方針を定める 

地区計画に道

路側への緑等

の配置の必要

性を明示しま

す。 

 

○敷地面積の最低限度 

敷地細分化を抑制

するため，地区計画

で「敷地面積の最低

限度」を定めます。 

例：敷地の分割が進み，敷地が狭小化，隣あった建物の間隔が狭くなった場合 

例：敷地面積の最低限度 110㎡の場合 

200㎡ 

100㎡ 

100㎡ 
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 ③ 都市計画道路 

 

「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」に位置付けられた機能 

 

 

  広域避難場所や史跡への 
アクセス機能を確保するには… 

エリア内外で延焼遮断帯を 
確保するには… 

○地区内の道路状空間や生活道路ネットワークを確

保する必要があります。…（a） 

○国３・４・１号線が位置付けられている一般延焼遮

断帯の機能を検証した上で，エリア内外での機能確

保に向けて都と市で協議していく必要があります。

…（ｂ） 

※参考 懇談会等の意見 

●国３・４・１号線は廃止で良い。お金を掛けて整備する必要性が低い。 

●大きい道路は新たにいらない。 

●安全に歩け，通行できる道路の確保は必要。 

 

■都市計画等での実現手法 

都市計画道路の変更に向けた検討（国３・４・１号線の一部区間の廃止も見据えた検討） 

(a)地区内でのアクセス機能の向上 

（都市計画等で実現すること） 

 

（都市計画等で実現すること） 

 
(a)

■実現方策 

 国３・４・１号線は，都市内におけるまとまった交通を受け持つ道路であり，「東京における都市計画道路の整
備方針（第四次事業化計画）」において以下の３つの機能が位置付けられています。 

広域避難場所や史跡へのアクセス機能 延焼遮断帯 

避難場所へのアクセス向上 

都市の多彩な魅力の演出・発信 

 国３・４・１号線は，都市内におけるまとまった交通を受け持つ道路であり，東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化

計画）において延焼遮断帯の形成等の必要性を確認しました。 

 一方で，史跡周辺エリア内の歴史文化の拠点となる史跡の指定範囲と位置が重複しています。史跡の重要性を踏まえ，国３・４・１

号線のうち史跡の指定範囲と位置が重複している区間等について，その役割や機能である延焼遮断帯の形成，避難場所へのアクセス向

上，都市の多彩な魅力の演出・発信を，本エリア内外にて，確保することを検討します。また，周辺の都市計画道路を整備することに

より，国３・４・１号線に頼ることのない道路ネットワークの構築を目指します。 

■まちづくりの方向性 

延焼遮断帯の形成 

広域避難場所や史跡へのアクセス性を向上させるため，地区内の道路状空間や生活道路ネットワークを

確保します。（具体的な内容は p.20～21「④地区内道路」参照） 
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 (b)一般延焼遮断帯のエリア内外での確保 

○一般延焼遮断帯の機能の検証 

・国３・４・１号線が位置付けられている『一般延焼遮断帯』は，防災生活圏（おおむね小学校区程

度の広さで区分された区域）において火を外に出さない，もらわないようにすることで大規模な市

街地火災を防止するために設定されています。一般延焼遮断帯間の距離は約 1kmメッシュとして

います。 

・延焼遮断帯は，以下の道路等の幅員や沿道建物の不燃化率※の状況によって機能します。 

① 幅員 27ｍ以上 

  幅員 24ｍ以上 27ｍ未満  沿道 30mの不燃化率 40％以上 

  幅員 16ｍ以上 24ｍ未満  沿道 30mの不燃化率 60％以上 

  幅員 11ｍ以上 16ｍ未満  沿道 30mの不燃化率 80％以上 

  のいずれかに相当する路線 

② 全延長について，耐火建築物の多い地域や避難場所等の中を通過するか，又は接している区間 

 

 

 

 

※不燃化率＝（耐火建築物の建築面積＋準耐火建築物の建築面積×0.8）÷（全建築物の建築面積）×100 （％） 

一般延焼遮断帯の機能について，エリア内外で確保するため，都と市で協議します。 

 

資料：東京都防災都市づくり推進計画（改定）（平成 28 年３月） 

防災生活圏と延焼遮断帯のイメージ 

 参考：周辺の都市計画道路の整備状況 

 
国３・４・１号線周辺の都市計画道路の整備

状況は右図のとおりとなっています。 
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 ④ 地区内道路 

 

 地区内道路は，災害等の緊急時への対応や通過交通の流入抑制，安心して歩ける歩行者環境の改善に向けた道路状

空間の確保，また，史跡整備の完成形を見据えた生活道路のネットワークの確保などが必要となります。 

 エリア内の主要な生活道路は，元町通り，植木交換通りが軸となることから，まちづくり計画の中で整理している

とおり，史跡を活かした安全・快適な交通まちづくり※を検討します。 

 具体的には，地域の意向を踏まえ，地区計画の策定 

による地区施設の指定や壁面位置の制限の設定による 

道路状空間を確保することなどを検討し，地区内の道 

路状空間の確保と生活道路ネットワークの確保を目指 

します。 

■まちづくりの方向性 

■実現方策 
  地区内の道路状空間の確保＋生活道路ネットワークを確保するには… 

（都市計画等で実現すること） 

 
(a)短期的な視点での道路状空間の確保 

※史跡を活かした安全・快適な交通まちづくりの内容 

○史跡を活かした快適な生活交通環境づくり 

○安全・安心して利用できるみちづくり 

○歩いてめぐるまちづくり 

○緊急車両の通行や史跡内の見学者の安全性の向上

のため，短期的な視点での現状の道路等を最大限活

かした生活道路ネットワークを検討する必要があ

ります。…（ａ） 

○歩いてめぐることのできるまちとして，安全な歩行

者環境を確保するため，史跡整備の影響を考慮した

道路状空間の確保及び生活道路ネットワークを検

討する必要があります。…（ｂ） 

※参考 懇談会等の意見 

●元町通り沿道の敷地は土地が広い部分もあるので，少しセットバックしてもらうことは可能ではないか。 

●緊急車両が通れるような道路を増やしていく必要がある。 

(b) 史跡の完成形も見据えた道路状空間の確保 

(a-1) 東西方向 

・元町通り・植木交換通り 

・上記以外の本エリア内における道路状空間の確保 

 

(a-2) 南北方向 

・本エリア内における道路状空間の確保 

■都市計画等での実現手法 

(a) 短期的な視点での道路状空間の確保 
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出典：史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画（平成 19年８月） 

 

3.2.2-2 

(b-1) 東西方向 

・元町通り（壁面後退等の導入の検討，付替等の検討） 

・植木交換通り  等（付替等の検討） 

 

(b-2) 南北方向 

・史跡整備の影響を考慮し，史跡指定地以外で生産緑地の買取申出等が生じた場合に市が買い取るなど

により，地区計画による「壁面の位置の制限」及び「地区施設（区画道路）」の指定等について検討

します。 

 

・例えば，下図のような生活道路ネットワークが考えられます。 

(b) 史跡の完成形も見据えた道路状空間の確保 

都市計画道路（整備済・概成済） 

都市計画道路（未整備） 

都市計画道路 国 3・4・1号 

主な生活道路 
（拡幅・新設・付け替え） 

部分的な道路拡幅による 
待避所の設置 

新規整備の生活道路 

廃止道路（史跡整備による） 
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９．実施方針と並行して別途取り組むこと 
 

『史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくりの方向性』の実現にあたっては，本実施方針に示す都

市計画に係る施策だけでなく，p.13 に示す通り，別途，史跡整備をはじめとする取組みを推進する

ことが必要です。 

以下では，これまでにとりまとめている実施方針と並行して取り組むべき事項を整理しています。

今後のまちづくりの展開の中で，多様な主体と連携しながら対応を検討します。 

 

 

 
   

史
跡
ゾ
ー
ン 

 

〇ユニバーサルデザイン

対応型トイレの整備 

〇ベンチやポケットパー

クの整備     等 

 

 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・自然を残しながらの整

備の推進 

・来訪者のマナー向上 

・情報発信の検討 など 

斜面緑地の保全の検討 

・斜面緑地の保全方策等について検 
討 など 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・安全・安心の視点を踏

まえた保全方策の検

討 など 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・お鷹の道の維持管理の

推進 など 

崖
線
緑
保
全
ゾ
ー
ン 

 

〇斜面緑地の計画的保全 

         等 

 
 
〇低層住宅の良好な住環境と

調和した小規模な店舗や休

憩施設の誘導 

〇既存住宅における緑化の推進 

〇ブロック塀の生垣化の推進 

〇外壁等の色彩コントロール 

〇最低敷地面積のルール化 

            等 

 

低
層
住
宅
・
小
規
模
店
舗
調
和
ゾ
ー
ン 

 
〇最低敷地面積のルール
化 

〇ブロック塀の生垣化の推進 

〇外壁等の色彩コントロール 
〇都市農地の保全に向け
た検討        等 

 

農
住
調
和
ゾ
ー
ン 

周辺都市計画道路の整備等の検討 
・国３・４・２号線の整備の推進 
・国３・４・11号線等の整備に向けた
都への要請 など 

実施方針で対応 

■意向調査から得られ

た考慮すべき事項 

・路上駐車や通過交通に

対する交通規制 

・植木交換通りと国分寺

街道交差部の拡幅 

など 

都市農地の保全の検討 

・

都
市
計
画
道
路 

地
区
内
道
路 

 
〇国３・４・１号線が担う

役割や機能の確保 

〇国３・４・１号線に頼る

ことのない道路ネットワ

ークの構築     等    

 
 

〇生活道路ネットワーク

の確保          等 

 

実施方針で対応 

実施方針で対応 

史跡整備等による推進 
・

・
・ベンチやポケットパークの整備 
・歴史的建造物等の復元 
・駐車場の整備 
・案内板，学習案内板の設置 など 

実施方針と並行して，別途取り組むこと 

方向性の具体化検討のあり方 

実施方針でもあわせて対応 

まちづくりの方向性 
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10．今後のスケジュール 
 

平成 28 年度から平成 29 年度においてとりまとめた『史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり

の方向性』を踏まえ，『史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり実施方針』を策定しました。 

今後は，まちづくりの実施方針を具体化した都市計画の素案を検討・作成し，説明会などにより，

まちづくりの実施方針や都市計画の素案に関する周知を図るとともに，市民等からの意見募集を行っ

たうえで，都市計画の決定手続きを進め，平成 30年度以降の都市計画の決定を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

11．今後の課題 
 

『史跡武蔵国分寺跡周辺エリアのまちづくり実施方針』は，p.9のエリアのまちづくりの考え方で示

したとおり，「緑豊かで安全・安心な生活環境の維持・向上」と「史跡周辺のまちづくり資源を活かし

た交流の促進」の実現に向け，都市計画等の手法を用いて実現するための方法をとりまとめたもので

あり，この実施方針を具体の都市計画へと反映していきます。 

一方で，「史跡周辺のまちづくり資源を活かした交流の促進」については，実施方針と並行して，史

跡整備の推進等，ハード・ソフト両面から取組みを推進していく必要があります。史跡整備について

は，『史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施計画』において，今後，中枢地区伽藍建造物復元，ガイ

ダンス施設の整備が予定されており，それらの整備が進むことで史跡の魅力の向上に繋がり，来訪者

の増加が期待されるため，その対応が必要です。 

 
出典：国指定史跡武蔵国分寺跡 附東山道武蔵路跡保存管理計画（第２次）（平成 24年４月） 

H28 年度 H29年度 H30年度～ 

 

まちづくり 

実施方針の策定 

 

実施方針・都市計画素案

の周知・意見募集 

・説明会 

・市報・ＨＰ等 

 
 

 

都市計画の決定に 

向けた手続きの実施 

 

 

まちづくりの 

方向性の策定 

都市計画素案 

の検討・作成 

僧寺跡の最終完成イメージ 

 

 

都
市
計
画
の
決
定 


